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1. 概要 
1.1. 本標準の目的 

本標準は、TTCにおいて策定された、もしくは今後策定される NGNのための SIP (Session Initiation Protocol)

に関連する標準、仕様書または技術レポート(以下、SIP関連技術仕様)について、SIP技術文書相互間の依存

関係などの位置付け、SIP 関連技術仕様書群がカバーする範囲、SIP 関連技術仕様書作成におけるガイドラ

イン、などについて整理し明確化することを目的とする。 

 

1.2. 用語 

<SIP関連技術仕様> 

TTCにおいて策定された、もしくは今後策定される、SIP (Session Initiation Protocol)に関連する標準、仕様書

または技術レポート。 

<SIP関連技術仕様群> 

TTCにおいて策定された、もしくは今後策定される SIP関連技術仕様の総体。 

 

2. SIP関連技術仕様群の構成 
2.1. SIP関連技術仕様群のスコープ 

本技術レポートで規定する TTCの SIP関連技術仕様は、次世代ネットワーク（ＮＧＮ）に関わる SIP技術お

よび SIP関連技術の用法について規定する。 

なお、 “次世代ネットワーク（ＮＧＮ）”については JT-Y2001[6]において次の通り定義されている網のこ

とを指す。 

 

次世代ネットワーク（NGN）： 電気通信サービスの提供が可能で、広帯域かつ QoS制御可能な様々なトラン

スポート技術を活用可能な、パケットベースのネットワークであり、サービス関連機能がトランスポート関

連技術とは独立している。利用者は、ネットワークに自由に接続でき、さらに、競合するサービスプロバイ

ダやサービスを自由に選択できる。普遍的モビリティをサポートし、利用者への、一貫し、かつユビキタス

なサービス提供を可能とする。 

 

2.2. SIP関連技術仕様群構成概要 

TTCで策定する SIP関連技術仕様群の構成として、全体のベースドキュメントとなり、適用される全体モデ

ルである NGNのアーキテクチャを規定するフレームワーク技術仕様である TR-1014[2] を策定する。フレー

ムワーク技術仕様以外の技術仕様については、フレームワーク技術仕様の内容に基いて、必要とする規定内

容に応じて 2種類のカテゴリーのいずれかの技術仕様策定を行うこととする。 

一つ目のカテゴリーは接続インタフェース規定技術仕様のカテゴリーで、特定の接続インタフェースに関す

る詳細技術仕様が属するカテゴリーである。代表的な例として、NGN 間の相互接続インタフェースの技術

仕様を規定した TR-9025[1]が挙げられる。 

ニつ目のカテゴリーはサービス規定技術仕様のカテゴリーで、網間接続を通してサービスを提供するために

必要となる技術仕様が属するカテゴリーである。代表的な例として、発番号情報を含む発信者情報を異なる

接続インタフェース間で齟齬なく転送を行うための規定を行う TR-9022[3]が挙げられる。 

図 2-1に SIP関連技術仕様群の構成イメージについて示す。 
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フレームワーク技術規定

 
 

~CCCC 
技術仕様

 

ZZZZサービスに関する技術仕様

YYYYサービスに関する技術仕様

 
 

~BBBB 
技術仕様

 
 

~AAAA 
技術仕様 

XXXXサービスに関する技術仕様

 
 

~DDDD 
技術仕様

 

ベースとなるフレーム

ワーク技術仕様群 

フレームワーク内で

用途 /適用範囲を限
定した技術仕様群 

付加サービスに関連

する技術仕様 

<フレームワーク技術仕様>

<接続インタフェース規定技術仕様>

<サービス規定技術仕様> 

 
 

図 2-1／TR-9023  SIP関連技術仕様の構成 

 

2.3. SIP関連技術仕様のカテゴリー規定 

<フレームワーク技術仕様> 

TR-1014[2]を TR-1014に基づく SIP関連技術仕様全体のフレームワーク文書と位置付け、その他の技術仕様

は TR-1014で規定するアーキテクチャで規定する参照点の中に位置付けられるものとする。 

なお、フレームワーク技術仕様で想定する網接続アーキテクチャは図 2-2／TR-9023  ＮＧＮアーキテクチ

ャの通りとなる。 

 

注：UNI/NNI/ANI は特定のインタフェースを表すものではない。 

 
図 2-2／TR-9023  ＮＧＮアーキテクチャモデル 
(ITU-T Y.NGN-FRA) 
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<接続インタフェース規定技術仕様> 

フレームワーク技術仕様で規定される図 2-2／TR-9023  ＮＧＮアーキテクチャのアーキテクチャにおいて、

特定のインタフェースにおける基本接続に関して適用される技術仕様について定める。技術仕様のタイプと

してはプロトコル間のマッピングを規定するインタワーク規定、ノード間の相互接続仕様を規定する相互接

続規定、接続するノードの動作を規定する動作規定、が含まれる。 

接続インタフェース規定技術仕様については、各インタフェースカテゴリーについて(TR-1014[2]のＵＮＩや

ＮＮＩ等)特定の条件下においてのみ適用される技術仕様についても規定の対象となる。基本接続の対象につ

いては、接続インタフェース毎に特定の条件を想定するため、個別の接続インタフェースと前提条件毎に技

術仕様を策定することとする。なお、特定の条件下で適用される技術仕様に関しては、その適用条件につい

て文書内で明確に規定することとする。 

<サービス規定技術仕様> 

フレームワーク技術仕様で規定される図 2-2／TR-9023  ＮＧＮアーキテクチャのアーキテクチャにおいて、

PSTN で実現されている特定の通信サービスを NGN においても同様のサービスを実現するため、および

PSTN を含む他網との間で同等のサービスを相互で実現するために必要となる技術仕様について定める。対

象とするサービス規定については、原則として既存のサービスを規定する TTC標準(JT-Fシリーズもしくは

JT-Iシリーズ)で規定するものを参照する。 

サービス規定技術仕様においては、複数の接続インタフェースを介して要求されるサービスの実現が可能と

なることを保証するため、対象となる接続インタフェースの組み合わせにおける規定をひとつの文書におい

て規定することとする。なお、実現するサービスは全ての接続インタフェースの組み合わせにおいて実現さ

れる必要はないが、規定の適用が可能な組み合わせについて文書内で明確にすることとする。 

なお、PSTN では実現されていないサービスを SIP を使って実現する場合においては、サービス規定技術仕

様の範囲外とし、必要に応じて策定する仕様の位置付け等について整理をするものとする。 

 

3. 各技術仕様の内容について 
3.1. 接続インタフェース規定技術仕様 

3.1.1. タイトル付与のガイドライン 

接続インタフェース規定技術仕様のタイトルは、「~基本 XXXX 技術仕様」の形式とすることを推奨する。

「XXXX」の部分は、基本呼の接続であることと、規定する技術仕様のタイプを明確とするため、内容に応

じて以下の中のいずれかを選択することを推奨する。同様の位置付けで技術レポートを策定する場合もこれ

に準じるものとする。なお、下記のカテゴリーに適さない規定の場合には、その内容を表現する適切な表現

を用いること。 

<基本接続インタワーク技術仕様> (Technical Specifications on Basic Call Interwork for -) 

ノードにおける異なるタイプのプロトコル間の基本接続に関するマッピングを規定する SIP関連技術仕様。 

<基本相互接続技術仕様> (Technical Specifications on Basic Call Interconnection for -) 

対向するノード間で信号をやりとりして基本接続の確立を行う接続規定を規定する SIP関連技術仕様。 

<基本接続インタフェース技術仕様> (Technical Specifications on Basic Call Interface for-) 

ノードにおける、ある接続インタフェースに対する信号処理動作(メッセージの送受信と状態遷移等)につい

て規定する SIP関連技術仕様。 

3.1.2. 第 1章の構成 

接続インタフェース規定技術仕様を策定する際には、策定する SIP関連技術文書がフレームワーク技術仕様

の網接続アーキテクチャの中でどの接続インタフェースに適用される技術文書であるかについて明確に指

定しなくてはならない。 
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接続インタフェース技術仕様を策定する場合には、原則として各 SIP関連技術仕様の第 1章に次の内容を含

めることとする。 

1.1 本文書の適用範囲 

簡単に技術仕様の内容を記述する。また、フレームワーク技術仕様に基いて、技術仕様の適用範囲、

対象となる接続インタフェース、適用条件を明確に規定する。フレームワーク技術仕様との関係と技

術仕様のカテゴリーについても本節で明確に記載することとする。 

1.2 本仕様の目的と規定 

技術仕様策定の目的と、目的を実現するための規定について明確に規定する。 

1.3 本仕様の内容 

技術仕様の内容についての構成などについての概要(Abstract)を、技術仕様の理解を容易とする目

的で記載する。また、付属資料や付録を作成する場合には、その位置付けについて明確にする。 

1.4 用語 

フレームワーク技術仕様で規定している用語の範囲外で、当技術仕様で使用する用語について記載

する。 

 

3.2. サービス規定技術仕様 

3.2.1. タイトル付与のガイドライン 

サービス規定技術仕様のタイトルは「~サービスに関する技術仕様」の形式とすることを推奨する。サービ

スの名称は原則としてサービス定義を規定する文書の呼称にしたがうこととする。なお、規定する内容が具

体的なサービスではなくサービスを実現するための機能要素である等、前述の名称が適切でない場合には、

その内容を表現する適切な表現を用いることとする。 

 

3.2.2. 第 1章の構成 

サービス規定技術仕様を策定する際には、実現するサービスのサービスレベルについて明確にする必要があ

る。また、策定する技術規定がフレームワーク技術仕様の網接続アーキテクチャの中でどの接続インタフェ

ースおよびインタフェース間の組合わせにおいて適用が可能であるかについて明確にする必要がある。 

サービス規定技術仕様を策定する場合には、原則として第 1章に次の内容を含めることとする。 

1.1 本仕様の適用範囲 

簡単に技術仕様の内容を記述します。また、フレームワーク技術仕様に基いて、技術仕様の適用範

囲、対象となる接続インタフェースの種別もしくは組み合わせ、適用条件を明確に規定する。フレー

ムワーク技術仕様との関係と技術仕様のカテゴリーについても本節で明確に記載することとする。 

1.2 本仕様の目的と規定 

技術仕様策定の目的と、目的を実現するための規定について明確に規定する。本カテゴリーにおい

ては、実現するサービスの内容についての概要を記述する。 

1.3 本仕様の内容 

技術仕様の内容についての構成などについての概要(Abstract)を、技術仕様の理解を容易とする目

的で記載する。また、付属資料や付録を作成する場合には、その位置付けについて明確にする。 

1.4 用語 

フレームワーク技術仕様で規定している用語の範囲外で当技術仕様で使用する用語について記載

する。 
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4. SIP関連技術仕様策定に関するポリシー 
4.1. SIP関連技術仕様のカテゴリー 

SIP関連技術仕様は原則として TTC標準として策定することを前提とする。ただし、SIPは新しい技術であ

り、実装およびプロトコル規定についても、発展の途上にあると言えるため、策定当初は TTC 仕様書や技

術レポートとして策定することを妨げない。TTC仕様書として策定された文書については、規定される内容

に関して一定の実装実績や継続的な議論のフィードバックを得られた段階で、速やかに TTC 標準化の判断

を行うこととする。 

 

4.2. SIP関連技術仕様と他団体関連標準規定との関係 

TTC で策定する技術仕様の内容は、他標準化団体で策定された技術仕様に反する形で TTC 特有のヘッダや

メッセージを定義することは原則行わない。なお、RFCの文書に関して SIP関連技術仕様群の中で、その利

用方法についての規定を行う対象のものは、TTC簡略標準として定める。 

 

以上 


